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第３回一関市総合計画審議会 会議録 

 

１ 会 議 名 平成 26年度第３回一関市総合計画審議会 

 

２ 開催日時 平成 26年８月 25日（月） 午後１時 30分から午後３時 45分まで 

 

３ 開催場所 なのはなプラザ３階 一関公民館 大会議室 

 

４ 出 席 者 

 ⑴ 一関市総合計画審議会委員 23 人 

   阿部新一委員、及川修三委員、及川忠委員、小山亜希子委員、小山麗子委員、 

   金野久美委員、坂本紀夫委員、佐藤芳郎委員、菅原行奈委員、菅原五三男委員、 

   菅原勇委員、千田博委員、千葉博委員、千葉真美子委員、槻山チエ委員、 

   徳谷喜久子委員（副会長）、永澤由利委員、永山克男委員、沼倉恵子委員、 

   畠中良之委員（会長）、原田哲委員、三浦幹夫委員、水谷みさえ委員 

   欠席委員４人 

   木村静恵委員、小岩邦弘委員、千葉和行委員、松岡千賀子委員 

 

 ⑵ 市出席者 

   田代善久副市長、佐藤善仁企画振興部長、千葉敏紀企画調整課長、 

佐藤正幸企画調整課長補佐、菊地絵理子主任主事、菅原翔太主事 

 

５ 委嘱状の交付 

 

６ 委員紹介 

 

７ 市長挨拶（代理 田代副市長） 

  市では、平成 28年度を初年度とする次期総合計画の策定に本格的に着手し、総合計画審

議会を中心として策定することとした。本年４月、審議会に諮問したところである。 

  審議会では、多くの市民の方々からご意見をいただき、答申案の策定を進めることとし

ており、先日、市内３会場でワークショップを開催した。 

  私も、多くの市民の方が、一関市の将来像について熱心に話していただいているところ

を、拝見させていただいた。 

  総合計画は市の行財政運営の基本指針であり、市が目指すまちづくりの方向性を示すも

のとなっている。 

  前回に引き続き委員をお願いする方には、長い期間となる。審議会の委員の皆様には、

今後２年間にわたり、次期総合計画の策定、現総合計画の進行管理をお願いすることとな

る。 
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  本日は、総合計画策定アンケートの結果とワークショップの結果について情報提供させ

ていただくこととしている。現総合計画の実施計画の関連では、平成 25年度の実績評価及

び今年度策定する実施計画の新規事業について報告させていただくこととしている。 

  

８ 会長、副会長の互選 

  会長には、畠中良之委員、副会長には、徳谷喜久子委員が選出された。 

 

９ 議  題 

 ⑴ 一関市次期総合計画の策定について 

  【資料№13】 総合計画策定アンケートの結果について 

  【資料№14】 ワークショップ「わたしたちの一関
ま ち

の未来づくり」の結果について 

  【資料№15】 総合計画策定スケジュールについて 

 ⑵ 一関市総合計画実施計画事業（Ｈ25 年度分）の実績評価について 

  【資料№16】 平成 25年度総合計画実施計画事業（先導的事業）実施状況一覧表 

 ⑶ 一関市総合計画実施計画（Ｈ27・28・29 年度）の策定について 

  【資料№17】 総合計画実施計画（Ｈ27・28・29 年度）策定に係る新規事業として提案

されたもの 

 ⑷ 総合計画審議会委員の意見等への回答 

  【資料№18】 総合計画審議会委員の意見等への回答 

 ⑸ その他 

 

10 審  議  

 ⑴ 一関市次期総合計画の策定について 

  ア 資料№13、№14について、事務局から資料の説明を行い、質疑・意見交換を求めた。 

   【質疑・意見等】 

   ① 審議会委員意見 

     アンケート回収率が低いと思うが、どう捉えているか。 

   ・ 市回答 

     回収率が半分に満たないという結果だったことについては反省すべき点である。 

     男女比、年代別に無作為抽出をしている。統計学的にも傾向を把握するには十分

な数字であり、だいたい総意であると思う。 

     クロス集計をするので、年代別の傾向も把握することができる。 

   ② 審議会委員意見 

     4,500 人に送付、というのは多かったのでないか。かかった予算はいくらか。 

   ・ 市回答 

     委託料として予算額2,700千円のところ、1,500千円程の支出予定額としている。

郵送料（送付、返送）の予算額は 920 千円であるが、支出予定額は未定である。 
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   ③ 審議会委員意見 

     中高生アンケートについて、進学か就職かという設問があるが、中学生と高校生

では回答が全く異なるのでないか。中学生と高校生のクロス集計、分析はできるの

か。 

   ・ 市回答 

     中学生か高校生か、という設問がないので、クロス集計はできない。 

  イ 資料№15について、事務局から資料の説明を行い、質疑・意見交換を求めた。 

    会長より、審議会委員で構成するプロジェクトチームを設置することが提案された。 

     目的：市民アンケート、ワークショップの結果を検討し、基本構想について複数

案にまとめる。 

     人数：８人程度 

     方法：立候補とする。立候補する委員は、８月 27日（水）までに事務局である企

画調整課に電話で連絡する。 

   ④ 審議会委員意見 

     プロジェクトチームの開催時間は夜間か昼間か。 

   ・ 会長 

     チーム員の意見を聞いて夜間か昼間か決定する。 

   ⑤ 審議会委員意見 

     プロジェクトチームの前段で審議会委員の意見を聞くことが必要なのではないか。 

   ・ 会長 

     意見がある方は、文書等で提出してほしい。 

     プロジェクトチームでは、いろいろな切り口で基本構想の文言を複数案にまとめ

る作業を想定している。審議会に検討材料を提出する、という役割になる。 

   ⑥ 審議会委員意見 

     審議会を各分野に分け、部会を作って検討するのはどうか。 

   ・ 会長 

     各分野に分けた上での部会での検討は、基本計画を策定する来年度に行う。 

    プロジェクトチームの設置について、異議なく決定した。 

   ⑦ 審議会委員意見 

     12 月に基本計画の検討があるようだが、基本計画の策定がはじまるのは、来年度

からでないか。 

   ・ 市回答 

     今年度は、基本計画の体系、構成等の検討をしていただく。 

     体系全体を見ながら基本構想を策定していかないといけないので、体系について

も、今後、審議をしていただく。 

 ⑵ 一関市総合計画実施計画事業（Ｈ25年度分）の実績評価について 

 ⑶ 一関市総合計画実施計画（Ｈ27・28・29 年度）の策定について 

 ⑷ 総合計画審議会委員の意見等への回答 



 

4 
 

   事務局から一括して資料の説明を行い、質疑・意見交換を求めた。 

  【質疑・意見等】 

   なし 

 ⑸ その他 

   なし 

 

  15 時 45 分 閉会 

 

11 公開、非公開の別 公開 

 

12 傍聴者の数 ３人（報道機関） 

 

13 担 当 課 企画振興部企画調整課 


